
モノづくり日本会議

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
７
月

日
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ

、
三
菱
総
合
研
究
所
と
共
催
で
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
前
線
」
と
題
し
て
第
６
回
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
検
討
会
を
開
い
た
。
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
櫛
屋
勝
巳
執
行
役
員
が
太
陽

光
発
電
、
ゼ
フ
ァ
ー
の
田
中
朝
茂
社
長
が
風
力
発
電
、
エ
ネ
コ
ー
プ
の
野
坂
卓
見
社
長
が
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に
つ
い
て
講
演
。
三
菱
総
研
の
井
上
貴
至
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
本
部
副
本
部
長
が

市
場
動
向
を
語
っ
た
。
「
第
８
回
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
展
示
会
２
０
１
３
」
「
Ｐ
Ｖ
　
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
２
０
１
３
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
い
た
こ
と

も
あ
り
、
参
加
者
を
交
え
た
質
疑
応
答
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
　
　
　
橋
本
道
雄
氏

太
陽
光
発
電
導
入
日
本
で
急
伸

ごあいさつ
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度

Ｆ
Ｉ
Ｔ

が
１
年
経
過
し
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
世
界
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
と
く

に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
が
太
陽
光
発

電
の
分
野
だ
。
２
０
１
３
年
２
月
末
の
累
積

導
入
量
は
６
９
０
万

で
、
す
で
に
Ｆ
Ｉ

Ｔ
の
設
備
認
定
を
受
け
た
量
と
し
て
は
、
今

後
数
年
間
で
さ
ら
に
１
３
０
０
万

ぐ
ら

い
導
入
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
こ
れ
は
世
界
全

体
を
驚
か
す
伸
び
で
あ
り
、
複
数
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
が
、

年
に
太
陽
光
が
世
界
で
最
も

多
く
導
入
さ
れ
る
の
は
日
本
で
は
な
い
か
と

予
測
し
て
い
る
。
今
回
は
太
陽
光
発
電
に
加

え
、
風
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
そ
し

て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
全
般

に
つ
い
て
技
術

の
現
状
や
今
後

の
市
場
展
望
な

ど
を
お
話
し
い

た
だ
く
。

「
Ｃ
Ｉ
Ｓ
系
薄
膜
太
陽
電
池
技
術
」

ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
執
行
役
員
櫛
屋
勝
巳
氏

環境負荷材料使わず高効率に

　
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
の
１
０
０
％
子

会
社
で
あ
る
当
社
の
太
陽
電
池
技
術

は
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ

欧
州
特
定
有
害
物
質

規
制

指
令
に
も
対
応
で
き
る
Ｃ
Ｉ

Ｓ
系
の
薄
膜
太
陽
電
池
技
術
。
１
９

９
３
年
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
太
陽
光
発

電
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ

り
、
そ
の
開
発
成
果
を
活
用
し
て
２

０
０
５
年
に
事
業
化
を
決
定
、

年

か
ら
販
売
開
始
し
た
。

年
に
世
界

最
大
規
模
の
宮
崎
県
国
富
プ
ラ
ン
ト

を
立
ち
上
げ
、
生
産
規
模
は
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
。
コ
ス
ト
削
減
努
力

と
国
内
市
場
の
拡
大
で
、

年
度
は

通
年
黒
字
化
を
狙
う
。

　
当
社
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
系
技
術
は
高
効
率

と
同
時
に
、
Ｓ
ｉ

シ
リ
コ
ン

だ

け
で
な
く
、
環
境
負
荷
の
大
き
い
カ

ド
ミ
ウ
ム
や
鉛
を
使
わ
な
い
こ
と
が

特
徴
。
海
外
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
系
や
Ｃ
ｄ
Ｔ

ｅ

カ
ド
ミ
ウ
ム
・
テ
ル
ル

、
Ｓ

ｉ
系
の
太
陽
電
池
と
差
別
化
し
て
い

る
。
当
社
以
外
作
れ
な
い
次
世
代
型

の
「
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」

太
陽
電
池
技
術
で
あ
り
、
国
内
で
の

モ
ノ
づ
く
り
を
維
持
し
て
い
る
。

　
薄
膜
太
陽
電
池
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ

系
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
Ｓ
ｉ
、
Ｃ
ｄ
Ｔ

ｅ
の
３
タ
イ
プ
が
商
業
化
さ
れ
て
い

る
が
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
異
な
り
、

相
互
補
完
性
は
な
い
。
そ
の
た
め
一

度
決
め
た
技
術
で
、
他
の
太
陽
電
池

を
作
る
こ
と
は
不
可
能
。
技
術
そ
の

も
の
に
長
期
的
な
コ
ス
ト
競
争
力
が

な
い
と
、
事
業
継
続
は
困
難
だ
。
他

の
太
陽
電
池
技
術
の
開
発
動
向
や
市

場
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
コ
ス
ト
削

減
競
争
に
挑
ん
で
い
る
。

　
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度

が
中
国
系
太
陽
電
池
セ
ル
・
モ
ジ
ュ

ー
ル
メ
ー
カ
ー
を
育
て
日
本
メ
ー
カ

ー
か
ら
コ
ス
ト
競
争
力
を
奪
っ
た

が
、
現
在
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
導
入
で
日
本
市

場
だ
け
が
世
界
的
に
も
盛
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
欧
州
市
場
が
債
務
危
機
で
大
幅
に

縮
小
し
て
大
量
の
中
国
製
品
が
日
本

に
流
入
し
、
中
国
系
メ
ー
カ
ー
の
日

本
国
内
シ
ェ
ア
は

％
を
超
え
拡
大

傾
向
。
当
社
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
系
は
、
多
結

晶
Ｓ
ｉ
太
陽
電
池
技
術
と
製
品
レ
ベ

ル
で
競
合
し
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら

に
高
効
率
の
単
結
晶
Ｓ
ｉ
太
陽
電
池

技
術
と
性
能
面
で
の
競
合
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
の
研
究
開
発
を
精
力
的
に
実

施
し
て
性
能
向
上
を
図
り
た
い
。

「
小
形
風
力
発
電
機
の
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
」

「
バ
イ
オ
マ
ス
～
北
海
道
の
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
の
向
上
を
目
指
し
て
」

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
市
場
動
向
と
今
後
の
見
通
し
」

ゼ
フ
ァ
ー
社
長
田
中
朝
茂
氏

三
菱
総
合
研
究
所
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
本
部
副
本
部
長
主
席
研
究
員
井
上
貴
至
氏

エ
ネ
コ
ー
プ
社
長
野
坂
卓
見
氏

廃棄物処理とエネ化両立

　
当
社
は
北
海
道
で
店
舗
か
ら
出
る

食
物
の
残
渣
と
乳
牛
の
糞
尿
と
の

ふ
ん
に
ょ
う

ざ
ん
さ

メ
タ
ン
発
酵
を
使
っ
た
バ
イ
オ
ガ
ス

事
業
の
展
開
を
目
指
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

や
酪
農
学
園
大
学
と
共
同
で
実
験
を

行
っ
て
い
る
。
北
海
道
の
生
活
協
同

組
合
「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
」
が
１
０

０
％
出
資
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
専
門
企

業
で
、
灯
油
の
小
売
業
で
は
日
本
最

大
。
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
組
合
員
数

は
北
海
道
の
世
帯
数
の

％
に
あ
た

り
、
道
民
の
生
活
向
上
を
抜
き
に
生

協
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
北
海
道

の
成
長
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
自

給
率
引
き
上
げ
が
欠
か
せ
な
い
。

　
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
は
コ
ー
プ
店
舗

か
ら
の
生
ご
み
の
処
理
が
発
端
。
地

域
の
ご
み
焼
却
場
に
委
託
し
生
ご
み

に
石
油
を
か
け
焼
却
し
て
い
た
が
、

環
境
面
を
考
え
何
と
か
解
決
し
た
か

っ
た
。
乳
牛
の
酪
農
家
が
処
理
に
悩

む
糞
尿
と
一
緒
に
し
て
、
メ
タ
ン
発

酵
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
た
。
牛
糞
は

メ
タ
ン
菌
の
宝
庫
だ
が
、
有
機
分
が

少
な
い
。
有
機
分
を
多
く
含
む
野
菜

や
パ
ン
の
残
り
か
す
な
ど
と
合
わ
せ

る
と
、
メ
タ
ン
菌
は
ガ
ス
を
多
量
に

出
せ
る
。
メ
タ
ン
を
さ
ら
に
使
い
や

す
く
す
る
た
め
精
製
を
研
究
し
て
い

る
。
さ
ら
に
バ
イ
オ
ガ
ス
の
脱
硫
で

高
濃
度
な
酸
素
を
利
用
し
、
生
物
脱

硫
と
乾
式
脱
硫
の
組
み
合
わ
せ
で
脱

硫
剤
の
消
費
を
低
減
す
る
技
術
開
発

を
行
っ
て
い
る
。

　
精
製
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
を
供
給
す

る
ほ
か
、
肥
料
も
つ
く
れ
る
た
め
酪

農
家
、
畑
農
家
に
も
使
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
肥
料
を
使
い
生
産
し
た
野

菜
を
生
協
が
ま
た
仕
入
れ
る
、
と
い

う
循
環
を
形
成
し
た
い
。
つ
ま
り
廃

棄
物
処
理
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
両
立

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。
バ
イ
オ
ガ

ス
事
業
は
手
間
が
か
か
る
が
、
数
あ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
ら
れ
る
の
が
特

徴
。
例
え
ば
夜
た
め
て
需
要
が
多
い

昼
間
に
発
電
す
れ
ば
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
の

関
係
で
も
と
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。
「
た
め
る
機
能
」
を
も
っ
と
評

価
し
て
も
良
い
。

　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
制
度
運
用
は
地
域
特
性

を
踏
ま
え
て
議
論
し
て
ほ
し
い
。
例

え
ば
バ
イ
オ
ガ
ス
の
精
製
に
必
要
な

発
酵
漕
の
温
度
保
持
に
、
北
海
道
で

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
て
い
る
か
。
電
気
の
買
い
取
り

で
も
改
善
を
要
望
し
た
い
。

ＪＥＴ公的規定の制定に期待

　
創
業

年
目
を
迎
え
る
当
社
は
小

形
風
力
発
電
機

受
風
面
積
２
０
０

平
方

未
満
、
ロ
ー
タ
ー
直
径

未
満

を
国
内
で
累
計
約
５
０
０
０

台
、
海
外
で
約
２
０
０
０
台
出
荷
し

て
き
た
。
当
初
は
提
携
し
た
米
国
メ

ー
カ
ー
か
ら
風
車
を
仕
入
れ
、
ベ
ア

リ
ン
グ
や
制
御
系
な
ど
は
日
本
で
対

応
し
た
。
２
０
０
６
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

や
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
東
京
大

学
、
東
レ
、
日
立
金
属
な
ど
が
参
加

し
た
国
内
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
汎
用
国
産
風
力
発
電
機
「
エ
ア

ド
ル
フ
ィ
ン
」
を
開
発
し
た
。

　
そ
の
後
欧
米
や
中
東
、
ア
フ
リ

カ
、
ア
ジ
ア
な
ど
海
外
市
場
を
開
拓

す
る
一
方
、
昨
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ス
タ
ー

ト
を
契
機
に
国
内
ビ
ジ
ネ
ス
を
大
き

く
前
進
さ
せ
る
考
え
だ
。

　
主
力
商
品
「
エ
ア
ド
ル
フ
ィ
ン
」

は
直
径
１
・
８

、
超
軽
量
で

堅
牢
、
高
効
率
、
低
騒
音
、
高
い
デ

け
ん
ろ
う

ザ
イ
ン
性
が
特
徴
だ
。
羽
根
は
旅
客

機
な
ど
に
も
使
わ
れ
る
炭
素
繊
維

製
。
秒
速

を
超
え
る
よ
う
な
暴

風
域
で
も
、
発
電
量
を
８
０
０

か

ら
１

に
抑
え
て
安
全
に
稼
働
で

き
る
制
御
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
。

音
を
抑
え
る
た
め
、
フ
ク
ロ
ウ
の
羽

根
に
あ
る
よ
う
な
細
い
溝
を
羽
根
に

数
多
く
切
る
工
夫
を
施
し
、
評
価
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
当
社
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
適
用
対
象
可
能

機
種
と
し
て
小
形
風
力
発
電
機
業
界

で
初
め
て
の
認
証
を
取
得
し
た
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ

日
本
工
業
規
格

に
準
じ

た
小
形
風
力
発
電
装
置
の
認
証
は
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。

未
満

の
系
統
連
系

売
電

用
途
で
は
電

力
会
社
と
個
別
相
談
を
行
っ
て
お

り
、
一
日
も
早
く
電
気
安
全
環
境
研

究
所

Ｊ
Ｅ
Ｔ

の
公
的
規
定
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
当
社
な
ど
約

社
の
小
形
風
力
発

電
関
連
企
業
が
加
盟
す
る
日
本
小
形

風
力
発
電
協
会
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
認
証
ル

ー
ル
づ
く
り
や
広
報
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
国
は
太
陽
光
発
電
分
野
に

対
し
、
黎
明
期
だ
っ
た
１
９
９
４
年

れ
い
め
い

ご
ろ
か
ら
導
入
助
成
の
政
策
を
と
っ

た
。
国
内
の
小
形
風
力
発
電
は
Ｆ
Ｉ

Ｔ
ス
タ
ー
ト
の
今
が
立
ち
上
が
り
期

で
あ
り
、
国
に
は
１

未
満
の
独

立
電
源
用
途
に
も
支
援
策
を
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
認
証
制
度
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
国
内
試
験
機
関
の
育

成
や
試
験
場
の
整
備
、
設
計
・
試
験

評
価
方
法
の
改
善
な
ど
も
要
請
し
て

い
く
。

新ビジネスで規制緩和要望

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
状
況

を
世
界
的
に
み
る
と
、今
後
、中
国
や

イ
ン
ド
、さ
ら
に
は
欧
州
連
合

Ｅ

Ｕ

な
ど
で
大
幅
な
増
加
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
日
本
で
は
ど
う
か
。
２

０
１
２
年
に
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
会
議
国
家
戦
略
室
が
ま
と
め

た
資
料
に
よ
る
と
「
電
力
供
給
に
占

め
る
再
生
可
能
電
力
量
の
割
合
」
は

年
に

％
を
目
標
に
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
太
陽
光
は

年
に

年
比

・
５
倍
の
６
万
３
２
８
０

に
、
風
力

洋
上
・
陸
上
の
合
計

は

年
に

年
比

・
３
倍
の
３
万

４
９
０
０

に
な
る
と
の
見
通
し

も
あ
る
。
結
果
的
に

年
に
お
け
る

再
生
可
能
電
力
量
の
割
合
は

％
に

な
り
そ
う
だ
が
、
環
境
省
は
さ
ら
な

る
課
題
解
消
を
前
提
に
、
よ
り
高
い

独
自
予
測
数
字
を
出
し
て
い
る
。

　
国
内
で
は
昨
年
７
月
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
施

行
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

量
が
増
加
し
て
い
る
。
太
陽
光
で
は

累
積
導
入
量
が

年
度
末
に
４
８
０

万

だ
っ
た
が
、

年
７
―

月

に
ほ
ぼ
同
程
度
が
設
備
認
定
さ
れ
て

い
る
。
種
類
別
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
以
前

は
買
い
取
り
の
支
援
制
度
が
な
か
っ

た
１

以
上
の
「
大
規
模
」
、
い

わ
ゆ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
高
い
伸
び

を
示
し
て
い
る
。

　
蓄
電
池
を
併
設
し
て
出
力
平
準
化

を
実
現
す
る
実
証
事
業
も
始
ま
っ
て

い
る
。
今
後
の
導
入
拡
大
は
こ
れ
ら

の
効
果
が
ど
う
出
る
か
が
一
つ
の
ポ

イ
ン
ト
だ
。
現
状
で
は
買
い
取
り
価

格
を
年
１
回
見
直
す
が
、
価
格
が
変

わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
駆
け
込
み
需
要

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

を
先
に
導
入
し
た
ド
イ
ツ
な
ど
の
前

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
制
度
を
調
整

し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る

新
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
地
域
主
導
だ
っ

た
り
、
地
域
が
大
手
資
本
と
連
携
し

た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
つ
つ
あ

る
。
市
民
出
資
型
に
加
え
、
法
務
や

財
務
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
加
わ
る

ケ
ー
ス
、
発
電
事
業
者
向
け
の
保
険

ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
密
着
型
の
投
資
フ

ァ
ン
ド
に
よ
る
発
電
事
業
な
ど
と
多

様
。
関
係
者
か
ら
は
各
方
面
へ
の
要

望
と
し
て
、
電
力
事
業
の
規
制
緩
和

や
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
求
め
る
意

見
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
。

質疑応答は大きな盛り上がりをみせた
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（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ８月２７日 火曜日 　　


